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防災・郷土教育を積み上げた
人に優しく安心して住める地域創り

地（知）の拠点整備事業
平成27年度活動報告書
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７．参考資料

講義科目
担当教員

関連する資格
学部・学科

年次
開講期
単位数
曜日時限
教室

授業の概要

到達目標

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回

９回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回
８回

９回

成績評価と基準

履修上の注意

教科書
参考書・参考資料等

銚子学（AA1D08102）
准教授・照井祐介,講師・野口拓也,助教・高橋真樹

薬学部
１年
前期
１．０単位
金曜 4時限
６２０１
銚子地域に共通する「恩恵：自然・歴史・文化・産業・生活・保健・福祉」を知り・学ぶことで、
郷土に対する愛着・誇り（人・地域を守りたいとの意識）を醸成する。また、地域全体で解決すべ
き「脅威」としての自然災害に対しては、その実体を知り、多様な主体が協力・連携して課題解決
を図る（実際に人・地域を守る）ための手法を学ぶ。学生は、本講義の受講を通して、　学内外で
のコミュニケーション力を高め、地域志向の意識を養い、地域の課題解決に資する力の習得が期待
される。
１．銚子の「恩恵」・「脅威」を理解・習得できていること。
２．学内外でのコミュニケーション力を身につけること。
３．地域の課題に感心を持ち、地域志向の意識を身につけること。
４．自分の将来の目標を明確化し、自分の専門分野、自分の地域社会との関わりについて理解する
こと。

 学習内容
オリエンテーション（スケジュール確認、評価法の説明、実習解説等）、特別講師による講話
銚子の土地の成り立ちと自然環境
銚子の歴史・文化・観光
銚子の産業と生活
銚子の医療・福祉
銚子の防災
銚子の医療ニーズを掘り起こそう！（SGD:small group discussion)
銚子市の医療に関する情報を持ち寄り、どんなニーズがあるのかをグループで話し合い、銚子にお
ける医療従事者としてのやりがい、果たすべき役割、行政への要望などを自分たちなりにまとめる
。
ボランティア体験実習（5月30日に銚子駅前周辺の清掃活動へ参加）

 内容
オリエンテーションの確認を行う。第2回目の授業までに、参考書、インターネットなどにより銚
子の土地の成り立ちと自然環境に関し予習をおこなう。
銚子の土地の成り立ちと自然環境に関して説明できるように復習する。第3回目の授業までに、参
考書、インターネットなどにより銚子の歴史・文化・観光に関し予習をおこなう。
銚子の歴史・文化・観光に関して説明できるように復習する。第4回目の授業までに、参考書、イ
ンターネットなどにより銚子の産業と生活に関し予習をおこなう。
銚子の産業と生活に関して説明できるように復習する。第5回目の授業までに、参考書、インター
ネットなどにより銚子の医療・福祉に関し予習をおこなう。
銚子の医療・福祉に関して説明できるように復習する。第6回目の授業までに、参考書、インター
ネットなどにより銚子の防災に関し予習をおこなう。
銚子の防災に関して説明できるように復習する。第7回目以降の実習に向けて、事前準備をおこな
う。
（準備）可能な限り、銚子市のホームページや広報誌などから医療に関する情報を収集しておく。
その他、市内の病院・診療所、介護施設等の情報、救急応需体制など、医療に関わる情報を可能な
限り収集しておく。
（提出物）SGDの進行記録およびレポート。これらはいずれも成績評価に用いる。
（準備）ボランティアのニーズ調査を行う。

授業・実習への取り組み40％、課題提出60％により成績を評価する。これらの合計が60点以上を合
格とする。但し、講義の欠席が3回以上の場合には、不合格とする。
私語や携帯電話の使用は厳禁であり、授業態度の悪い学生には退出を命じ、単位を与えない。見学
や体験実習に積極的に取り組むこと。
提出物は、薬学棟1階薬物治療学研究室前の廊下に設置するボックスに提出すること。
特になし。資料を配布する。
特になし。資料を配布する。

授業計画

授業外学習
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講義科目
担当教員

関連する資格
学部・学科

年次
開講期
単位数
曜日時限
教室

授業の概要

到達目標

回数
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回

回数
１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回
８回
９回

成績評価と基準

履修上の注意

教科書
参考書・参考資料等

銚子学（AA1D08101）
教授・安藤生大,教授・藤本一雄

危機管理学部
１年
前期
１．０単位
金曜 4時限
６２０１
銚子地域に共通する「恩恵：自然・歴史・文化・産業・生活・保健・福祉」を知り・学ぶことで、
郷土に対する愛着・誇り（人・地域を守りたいとの意識）を醸成する。また、地域全体で解決すべ
き「脅威」としての自然災害に対しては、その実体を知り、多様な主体が協力・連携して課題解決
を図る（実際に人・地域を守る）ための手法を学ぶ。
学生は、本講義の受講を通して、　学内外でのコミュニケーション力を高め、地域志向の意識を養
い、地域の課題解決に資する力の習得が期待される。

１．銚子の「恩恵」・「脅威」を理解・習得できていること。
２．学内外でのコミュニケーション力を身につけること。
３．地域の課題に感心を持ち、地域志向の意識を身につけること。
４．自分の将来の目標を明確化し、自分の専門分野、自分の地域社会との関わりについて理解する
こと。

 学習内容
オリエンテーション（スケジュール確認、評価法の説明、実習解説等）、特別講師による講話
銚子の土地の成り立ちと自然環境
銚子の歴史・文化・観光
銚子の産業と生活
銚子の医療・福祉
銚子の防災
銚子ジオパーク見学実習（6月21日、7月19日の銚子ジオパーク月例現地見学会へ参加）
ボランティア体験実習（5月30日に銚子駅前周辺の清掃活動へ参加）
まち歩き実習

 内容
オリエンテーションの確認を行う。第2回目の授業までに、参考書、インターネットなどにより銚
子の土地の成り立ちと自然環境に関し予習をおこなう。
銚子の土地の成り立ちと自然環境に関して説明できるように復習する。第3回目の授業までに、参
考書、インターネットなどにより銚子の歴史・文化・観光に関し予習をおこなう。
銚子の歴史・文化・観光に関して説明できるように復習する。第4回目の授業までに、参考書、イ
ンターネットなどにより銚子の産業と生活に関し予習をおこなう。
銚子の産業と生活に関して説明できるように復習する。第5回目の授業までに、参考書、インター
ネットなどにより銚子の医療・福祉に関し予習をおこなう。
銚子の医療・福祉に関して説明できるように復習する。第6回目の授業までに、参考書、インター
ネットなどにより銚子の防災に関し予習をおこなう。
銚子の防災に関して説明できるように復習する。第7回目以降の実習に向けて、事前準備をおこな
う。
銚子ジオパークに関して説明できるように復習する。
（準備）ボランティアのニーズ調査を行う。
まち歩き実習を通して各自が気づいた課題等を整理する。

授業・実習への取り組み40％、課題提出60％により成績を評価する。これらの合計が60点以上を合
格とする。但し、講義の欠席が3回以上の場合には、不合格とする。
私語や携帯電話の使用は厳禁であり、授業態度の悪い学生には退出を命じ、単位を与えない。
見学や体験実習に積極的に取り組むこと。

特になし。資料を配布する。
特になし。資料を配布する。
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千葉科学大学　学外連携ボランティア推進室
〒288-0025　千葉県銚子市潮見町3番地

TEL:0479-30-4581
FAX:0479-30-4737

E-Mail : renkei@ml.cis.ac.jp


